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ネットワーク環境における大学図書館

大学図書館におけるインターネットの活用事例

大学図書館員がスキルアップするための情報源とツール

--この国の大学図書館員の品質を向上させるために--

長谷川豊祐(鶴見大学図書館) toyohiro@mub.biglobe.ne.jp
０．はじめに：Introduction

　「LIPER：情報専門職の養成に向けた図書館情報学教育体制の再構築に関する総合的研究(2003年度-2005年度)」では，図書館員養成の見直しのための調査研究がおこなわれている。(永田治樹. 大学図書館における情報専門職の知識・技術の体系：LIPER大学図書館調査から. 図書館雑誌. 2005, vol.99, no.11，p.774-776.)

　「日本の，日本人の劣化は止まらないのか！？閉塞感ただよう日本社会，「読む力」＝「人間力」の衰退。あるく，みる，きく，かく，佐野流の時代を読み解く視点がここにある。」(佐野眞一. この国の品質. ビジネス社, 2007.11.)
　では「この国の大学図書館員の品質は？」と問われて，我々はどう答えることができるのだろうか？

１．何故，大学図書館員のスキルアップが必要なのか：Why？

１－１．必要性の背景

1)「図書館とは何か？」＝「大学とは何か？」
　- 学び支援

　- キャリア形成支援

　- 地域・社会貢献
2)支援と貢献には，図書館の機能向上が必要

　- 量(予算，人員，蔵書，施設)で応えられないならば，質で応える

　- 質的に何が求められ，何が実現可能か

　- 大学図書館員のスキルアップ

１－２．必要性を納得するには

1)我々にとっての何故
　- 何故大学で働くか？

　- 何故図書館で働くか？
　- 何故学ぶか？

2)自分にとっての何故への答え

　- 「図書館員の倫理綱領」

	（研修につとめる責任）

第６　図書館員は個人的、集団的に、不断の 研修につとめる。

　図書館員が専門性の要求をみたすためには、(1)利用者を知り、(2)資料を知り、(3)利用者と資料を結びつけるための資料の適切な組織化と提供の知識・技術を究明しなければならない。そのためには、個人的、集団的に日常不断の研修が必要であり、これらの研修の成果が、図書館活動全体を発展させる専門知識として集積されていくのである。その意味で、研修は図書館員の義務であり権利である。したがって図書館員は、自主的研修にはげむと共に研修条件の改善に努力し、制度としての研修を確立するようつとめるべきである。

図書館員の倫理綱領 <http://www.jla.or.jp/rinri.htm>


　- 自分の立場の向上

　- 学生サービスの向上

　- 解決困難案件へのチャレンジ

　- スキルアップ自体が面白い

２．何をスキルアップすべきなのか：What？

　- 得意分野：自分の強みは？　→　図書館とインターネット

　- コミュニケーション，調整，および連携：能力と人脈は十分か？　→　必要程度には

　　　人脈：学内の教職員，退職者，国公私立大学図書館，公共図書館，関連業界，

　　　　　　学外の教職員，学会・研究会関係者
　- 情報活用の技術：大学院で技術は学べるか？　→　それ以外にもたくさん学べる

　- 有効分野：何が求められているか，ギャップなく認識しているか？　→　している

　- 不得意分野：自分の弱みは？　→　英語と根気

３．どうやってスキルアップするか：How？

３－１．スキルアップの構造

　- 摂取する：インターネット，本，雑誌などから

　- 発信する：執筆，研究会での発言，委員会への参加，講師としての活動

　- 主催する：会の運営への関与，サイトの運営，勉強会の主催

　- 社会貢献：図書館員として個人・地域に支援できること

３－２．スキルアップの私的事例

　以下，途中経過を省いた28年間の結果

	1)摂取する

・慶應義塾大学大学院 文学研究科博士後期課程 図書館・情報学専攻 <http://www.graduates.slis.keio.ac.jp/>

2)発信する

・日本図書館協会出版委員会委員 <http://www.jla.or.jp/>

・デジタルライブラリアン講習会講師 <http://www.kinokuniya.co.jp/03f/es/dl_index.htm>

・鶴見大学図書館司書・司書補講習「レファレンス資料の解題」担当 <http://www.tsurumi-u.ac.jp/education/library/lib_kamoku.html>

・NPO法人知的資源イニシアティブ(IRI)図書館コンサルティングタスクフォース<http://iriweb.fc2web.com/>
・1991年以降の執筆と講演をセルフアーカイブ <http://www2d.biglobe.ne.jp/~st886ngw/hasegawa/index.htm>

3)主催する

・大学図書館問題研究会神奈川支部長 <http://book.geocities.jp/dtkkng/>

・「図書館員のためのインターネット」編集管理人 <http://www2d.biglobe.ne.jp/~st886ngw/>

・ライブラリーサービス研究会(Library Service Special Interest Group:LSSIG)主催

4)社会貢献

・意匠院建築設計事務所(主宰：濱田祥誠) <http://www5f.biglobe.ne.jp/~isiouin_ad/>


３－３．スキルアップのための情報源とツール

３－３－１．検索サイト
1)日常的な疑問はGoogleですべて解決
　検索サイト＝Googleにより，日常的な疑問はGoogleですべて解決する。TVの旅行番組でみていたモンサンミッシェルがどの辺にあるのかも，すぐに教えてくれる。
　- Google <http://www.google.co.jp/>

　- モンサンミッシェル <http://maps.google.com/maps?f=q&hl=ja&geocode=&time=&date=&ttype=&q=%E3%83%A2%E3%83%B3%E3%82%B5%E3%83%B3%E3%83%9F%E3%82%B7%E3%82%A7%E3%83%AB&ie=UTF8&ll=48.636652,-1.511328&spn=0.006523,0.014462&t=k&z=16&iwloc=addr&om=1>

2)予備調査，本調査としてのGoogleの利用

　調査課題の予備調査にもGoogle は有効である。専門的課題「スペインの書誌ユーティリティ」では「頑張れば」資料を集めることも可能だった。

　- 「スペインのカタロニア地方の書誌ユーティリティに関する調査」<http://www.google.co.jp/search?hl=ja&rls=GFRD%2CGFRD%3A2007-12%2CGFRD%3Aja&q=%E3%82%B9%E3%83%9A%E3%82%A4%E3%83%B3+%E6%9B%B8%E8%AA%8C%E3%83%A6%E3%83%BC%E3%83%86%E3%82%A3%E3%83%AA%E3%83%86%E3%82%A3&btnG=%E6%A4%9C%E7%B4%A2&lr=>
　- 「スペインの地理」→ <http://www.kanasol.jp/s-geog.html> 現在，Not Find

　- 英語への翻訳には Google Translate <http://translate.google.com/translate_t>

　- CBUC(Consorci de Biblioteques Universitàries de Catalunya) のサイト <http://www.cbuc.es/cbuc_en>

　- CBUC の歴史・概要 <http://www.cbuc.es/articles/Italeng.pdf> 現在，Not Find

　- CBUCのサイトでみつけた論文のタイトル「"Working together, learning together: the Consortium of Academic Libraries of Catalonia"」から，この論文を引用しているサイトを探す。<http://www.google.co.jp/search?num=100&hl=ja&newwindow=1&rls=GFRD%2CGFRD%3A2007-12%2CGFRD%3Aja&q=%22Working+together%2C+learning+together%3A+the+Consortium+of+Academic+Libraries+of+Catalonia%22&btnG=%E6%A4%9C%E7%B4%A2&lr=>

3)最近の動向や個人の見解はBlog

　最近の話題を調べるには，Blogでの検索が効果的である。検索事例「愛知川 図書館」では，Yahoo!ブログ検索のほうが，Google!ブログ検索より適合件数が多かった。

　- Yahoo!ブログ検索 <http://blog-search.yahoo.co.jp/search?p=%E6%84%9B%E7%9F%A5%E5%B7%9D%E3%80%80%E5%9B%B3%E6%9B%B8%E9%A4%A8&cop=&ei=UTF-8>

　- Google!ブログ検索 <http://blogsearch.google.co.jp/blogsearch?hl=ja&q=%E6%84%9B%E7%9F%A5%E5%B7%9D+%E5%9B%B3%E6%9B%B8%E9%A4%A8&btnG=%E3%83%96%E3%83%AD%E3%82%B0%E6%A4%9C%E7%B4%A2&lr=lang_ja>

4)カスタマイズとパーソナル化

　Googleはカスタマイズしておくと更に使いやすくなる。(表示件数，結果ウィンドウ)

　パーソナル化すれば，カレントな情報収集でも威力を発揮する。

　- Googleのカスタマイズ <http://www.google.co.jp/preferences?hl=ja>

5)体系的な知識は紙媒体

　Googleでは、体系的な知識を得ることは難しい。（調査結果のオープンアクセスが実現していればその限りではないが・・・）
　例えば，オープンアクセスについては，以下の2冊が適切である。

　- 日本図書館情報学会. 学術情報流通と大学図書館. 勉誠出版, 2007.10.

　- 倉田敬子. 学術情報流通とオ－プンアクセス. 勁草書房, 2007.8.

　また，大学図書館や公共図書館の今後の戦略を探るには以下の2冊が参考になる。

　- 竹内比呂;豊田高広. 図書館はまちの真ん中:静岡市立御幸町図書館の挑戦. 勁草書房, 2007.3.

　- 逸村裕;竹内比呂也. 変わりゆく大学図書館. 勁草書房, 2005.7.

３－３－１．基本サイト
1)図書館サイト

◇日本の大学図書館 <http://www.slis.keio.ac.jp/~ueda/libwww/libwww.html>

◇公共図書館：JLA <http://wwwsoc.nii.ac.jp/jla/link/index.html>

2)特定情報サイト
◇jorudan乗換案内 <http://www.jorudan.co.jp/norikae/norimap.html>
◇ReaD研究者情報 <http://read.jst.go.jp/>

3)辞書サイト
◇nifty:翻訳 <http://tool.nifty.com/globalgate/>
◇英辞郎 on the Web <http://www.alc.co.jp/>
◇gooツール[辞書] <http://dictionary.goo.ne.jp/index.html>
◇ネットで百科 <http://www.kn-concierge.com/netencyhome/>
◇Wikipedia <http://ja.wikipedia.org/>
◇マルチメディア／インターネット事典 <http://www.jiten.com/dicmi/index.htm>

4)図書・論文検索サイト

◇Webcat Plus <http://webcatplus-equal.nii.ac.jp/libportal/equalTop.html>
◇BookWeb <http://bookweb.kinokuniya.co.jp/>
◇NDL-OPAC <http://opac.ndl.go.jp/index.html>

　使い方 <http://www2d.biglobe.ne.jp/~st886ngw/url/NDL-OPAC.html>
３－３－３．専門サイト
1)個人サイト
◇米澤誠さん「ヨネザアドの知の泉」 <http://book.geocities.jp/bpxdx655/>
◇千葉大学　土屋俊さん <http://cogsci.l.chiba-u.ac.jp/~tutiya/Talks/>
◇慶應義塾大学　上田修一さん <http://www.slis.keio.ac.jp/~ueda/home.html>
◇「黒澤公人の図書館システムを考える」 <http://subsite.icu.ac.jp/people/kimito/>
◇上綱秀治さん　「CyberLibrarian」 <http://www.asahi-net.or.jp/~ax2s-kmtn/>
◇われわれの館：司書の採用試験情報を収集し公開 <http://www5b.biglobe.ne.jp/~wir/>
◇東京図書館制覇！ <http://www.tokyo-toshokan.net/>

◇東京図書館制覇！Blog版 <http://takeni.livedoor.biz/>

2)Blog，SNS

◇mixi <http://mixi.jp/regist.pl>

◇図書館系Web日記・Blog <http://www.blink.jp/members/egamiblink>
◇ヨネザアドの学びの杜・遊びの海 <http://blogs.yahoo.co.jp/bpxdx655>
◇図書館サービス計画研究所 <http://tosaken.blogspot.com/>
◇Open Access Japan | オープンアクセスジャパン <http://www.openaccessjapan.com/>
◇黒澤公人のライブラリーシステムの100年(1960年-2060年) <http://ameblo.jp/kimito001/>

◇DORA-LOG <http://dora-hikarilibrary.air-nifty.com/>
◇日々記―へっぽこライブラリアンの日常― <http://hibiki.cocolog-nifty.com/blogger/>
◇図書館雑記＆日記兼用 <http://blog.livedoor.jp/lib110ka/>
◇愚智提衡而立治之至也 ぐちはていこうしてたつ，ちのいたりなり＠「ほのぼの」と「へりくつ」の両立を目指し，わかってくれるたったひとりのために綴られる，日々のおぼえがき <http://jurosodoh.cocolog-nifty.com/memorandum/>

3)関連団体
◇文部科学省　大学図書館実態調査結果報告 <>
◇国立情報学研究所：NII <http://www.tulips.tsukuba.ac.jp/pub/choken/>

　NACSIS-CAT/ILL <http://www.nii.ac.jp/CAT-ILL/contents/home.html>
　大学図書館職員短期研修(旧称： 大学図書館職員講習会) <http://www.nii.ac.jp/hrd/ja/librarian/index.html>

◇大学図書館職員長期研修 <http://www.tulips.tsukuba.ac.jp/pub/choken/>

◇日本図書館協会 <http://www.jla.or.jp/>
◇日本図書館情報学会 <http://wwwsoc.nii.ac.jp/jslis/>

　文献目録 <http://chipmunk.slis.tsukuba.ac.jp/biblis/>
◇三田図書館・情報学会 <http://wwwsoc.nii.ac.jp/mslis/index.html>

　学会誌 <http://wwwsoc.nii.ac.jp/mslis/journal.html>

　研究大会 <http://wwwsoc.nii.ac.jp/mslis/annual.html>
◇REFORM <http://cogsci.l.chiba-u.ac.jp/REFORM/>
◇Project Next-L <http://next-l.slis.keio.ac.jp/wiki/wiki.cgi?page=FrontPage>
◇東京大学図書館情報学研究室 <http://panflute.p.u-tokyo.ac.jp/>
◇国立大学図書館協議会 <http://wwwsoc.nii.ac.jp/anul/>　特別委員会等報告書など
◇大学図書館問題研究会神奈川支部 <http://book.geocities.jp/dtkkng/>
◇東京の図書館をもっとよくする会 <http://motto-library.cocolog-nifty.com/>
◇ARL Statistics <http://www.arl.org/stats/annualsurveys/arlstats/index.shtml>
4)大学関連サイト
◇大学職員への道 <http://www5a.biglobe.ne.jp/~mochikin/>
◇大学プロデューサーズ・ノート <http://www.unipro-note.net/>
◇国立大学マネジメント研究会 on blog <http://tanalog.com/anum/>
◇全国国公私立大学の事件情報 <http://university.main.jp/blog/>

5)システム
◇M. Okamoto's Home Page　官報に載った図書館関係の入札公告など <http://lib.nul.nagoya-u.ac.jp/~okamoto/>
◇桂啓壯さん Web OPACs by Vendors ソフト別 <http://www.asahi-net.or.jp/~gb4k-ktr/indexjv.htm>

◇Library Technology Guides <http://www.librarytechnology.org/>

　ARL:Current Automation Systems <http://www.librarytechnology.org/arl.pl>
6)メーリングリスト，メルマガ
◇電子雑誌関連についてのML「LIBLICENSE-L」
　登録 <http://www.library.yale.edu/~llicense/index.shtml>

◇萩原雅之さんのインターネットを使った調査「Internet Survey ML」
　登録 <http://www.surveywatching.com/>
◇図書館問題研究会の有志によるML「tmk」　会員限定
◇大学図書館問題研究会によるML「dtk」　会員限定

◇Academic Resource Guide
　登録 <http://www.ne.jp/asahi/coffee/house/ARG/#subscribe>

◇大学情報　登録 <http://www.pwpa-j.net/5mailmaga/index.html>

３－３－４．ツール
◇FreeMind <http://www.freemind-club.com/>　マインドマップ作成，知識やアイデアを図式化
◇iEdit <http://homepage3.nifty.com/kondoumh/software/iedit.html>　アイデアプロセッサ
◇iGoogle <http://www.google.co.jp/ig?hl=j>　Googleのパーソナル化

　Googleのアカウント作成 <https://www.google.com/accounts/ManageAccount>

◇Yahoo! メール <http://mail.yahoo.co.jp/>
◇Yahoo! グループ <http://www.egroups.co.jp/mygroups/>
◇Yahoo! ジオシティーズ <http://geocities.yahoo.co.jp/>

３－３－５．個別文献

◇「大学経営強化の事例集－大学経営を成功に導くために－」 <http://www.shigaku.go.jp/kyouka_jirei.htm>

◇私学を取り巻く経営環境 <http://www.mext.go.jp/a_menu/koutou/shinkou/07021403/005.htm>
　18歳人口の推移 <http://www.mext.go.jp/a_menu/koutou/shinkou/07021403/005/001.pdf>

　帰属収入で消費支出を賄えない学校法人の推移 <http://www.mext.go.jp/a_menu/koutou/shinkou/07021403/005/001.htm>

　「経営困難な学校法人への対応方針について」 <http://www.mext.go.jp/b_menu/houdou/17/05/05051901.htm>
◇筑波大学. 今後の「大学像」の在り方に関する調査研究（図書館）報告書－教育と情報の基盤としての図書館. 筑波大学, 2007.3, 157p. (文部科学省『先導的大学改革推進委託事業』) <http://www.kc.tsukuba.ac.jp/div-comm/spons_report/future-library.pdf>

◇科学技術・学術審議会 学術分科会 研究環境基盤部会 学術情報基盤作業部会. 学術情報基盤の今後の在り方について(報告）. 平成18年3月23日 <http://www.mext.go.jp/b_menu/houdou/17/05/05051901.htm>

４．議論：Discussion

４－１．現状の認識

　- 図書館員の品質は向上しているのか？　→　環境，技術，要求に比べて相対的に後退！

　- 大学や図書館界は組織的に向上させようと努力しているのか？　→　していない！！

　- 友人とはスキルアップへの見解が一致

	鈴木正紀(文教越谷大学図書館). 大学図書館職員のスキルアップ法. 平成19年度大学図書館職員短期研修, 2007.11.13-16.
１．自分(たち)のおかれた立場を確認してみる

２．大学図書館員にはどういった能力が求められているのか？
３．「仕事ができる」大学図書館員になるために


４－２．Why？ What？ How？ は明らかになったが・・・

　- スキルアップは実現可能か？

　- それまで「図書館」が存続するか？

　- もっとよい方法があるか？

　- 個人的に努力するしかないのか？　→　とにかく自分からはじめる！！！

参考

◇アカデミック・スキルズ. 慶應義塾大学出版会, 2006.10, 160p.　大学でどうやって学ぶか？一般的な学びにも応用できる。

	概要
　- 研究テーマの決め方は？

　- レポート・論文の書き方は？

　- アカデミック・スキルズとは、大学生のための学びの技法。

　- 研究テーマの決め方、情報の探し方、まとめ方、文章の書き方、プレゼンテーションのやり方などを具体的かつわかりやすく伝授する。

目次
　1 アカデミック・スキルズとは　2 講義を聴いてノートを取る
　3 図書館とデータベースの使い方　4 本を読む：クリティカル・リーディングの手法

　5 情報整理　6 研究成果のアウトプット


◇レポートの組み立て方. 筑摩書房, 1994.2, 269p. (ちくま学芸文庫)　レポートをどうやってまとめるか？
	概要
　レポートの役割は、事実や情報を取捨選択して整理し、それについての作成者の意見を加えて、
　読み手にわかりやすく伝えることである。そのためには、事実と意見を区別することを学ぶとともに、伝達手段としての言語技術の訓練が欠かせない。
目次
　1 レポートの役割　2 事実と意見の区別　3 ペンを執る前に　4レポートの文章　5 執筆メモ


◇慶應義塾大学文学研究科図書館・情報学専攻情報資源管理分野　履修科目とレポート

	--------------------------------------------------------------------------------

◎経費と時間

--------------------------------------------------------------------------------

a)費用：入学金30万円，授業料50万円/年 ＝ 2年間で130万円

b)2年間在籍，32単位，レポート27本
　月曜　6限18:10-19:40　7限19:50-21:20　(2コマまとめて隔週で交互に開講)

　木曜　6限18:10-19:40　7限19:50-21:20　(2コマまとめて隔週で交互に開講)

　土曜　3限13:00-14:30　4限14:45-16:15　5限16:30-18:00

c)修士論文：図表を含めて100枚の見当

--------------------------------------------------------------------------------

◎2004年度の履修とレポート　(24単位) 

--------------------------------------------------------------------------------

　前期 

--------------------------------------------------------------------------------

1)情報資源管理特殊講義Ⅰ　　図書館の経営と管理　（高山先生） 

　　*2004/05/01　鶴見大学図書館の紹介　 

　　*2004/07/03　鶴見大学図書館における「派遣」の現状　 

　　*2004/07/17　鶴見大学図書館の振興策：自分が学長であると仮定して　 

2)情報資源管理特殊講義Ⅶ　　大学図書館とデジタル化　（細野先生） 

　　*2004/06/10　鶴見大学図書館におけるデジタル化 

3)情報資源管理特殊講義ⅩⅠ　情報処理技術演習　（池内先生）　 

　　*2004/06/26　CGI　課題：CGIによるメール送信システムの設置

　　*2004/06/12　JavaScript　課題１：サイト内検索　課題２：入力値(イクラ)の判定

　　*2004/06/05　JavaScript　課題 

　　*2004/05/15　図書館ホームページの設計　課題：図書館ホームページのコンテンツのサイトマップ(6/26まで) 

4)情情報資源管理特殊講義ⅩⅣ　図書館の法と制度　(糸賀先生) 

　　*2004/05/17　「専門職員認定制度」への改善案・意見 

5)情報資源管理特殊講義演習ⅠC　論文指導　（上田先生）　 

　　*共同研究　大学図書館トップページのガイドライン　(第1.2版）　「大学図書館研究」No.72(2004.12)へ投稿・掲載 

6)情報資源管理特殊講義演習Ⅲ　　抄読会　（倉田先生）　 

　　*2004/04/24　児玉晴男. 電子図書館における電子的｢蔵書｣の合理的な蓄積・利用システム. 情報通信学会誌. Vol. 20, no. 2, 2003, p.65-72. 

　　*2004/06/05　Brown, Sally. Assignment of International Standard Serial Numbers (ISSNs) to online resources: a research project. Serials. Vol. 16, No. 3, 2003.11, p. 265-270. 

--------------------------------------------------------------------------------

　後期 

--------------------------------------------------------------------------------

7)情報資源管理特殊講義Ｖ 　　資料管理　（中野先生） 

　　*2004/10/16　利用者分析（蔵書評価も含む）：大学新設における図書館資料の収集　 

　　*2004/11/06　収集方針(2)電子メディア 

8)情報資源管理特殊講義Ⅵ　　情報メディア　（倉田先生）　 

　　*2004/11/04　商業出版社の思惑と大学図書館の対応：Elsevier社の戦略 

9)情報資源管理特殊講義Ⅱ　　大学図書館の運営　（上田先生） 

　　*2004/11/27　大学図書館の組織 

10)報情報資源管理特殊講義ⅩⅢ　データベース構築　(宮澤先生) 

　　*2005/01/11　書誌ユーティリティ：[スペイン]カタロニア(CCUC)　 

11)情報資源管理特殊講義演習ⅡC　論文指導　（上田先生）　 

12)情報資源管理特殊講義演習Ⅳ　　抄読会　（倉田先生） 

　　*2004/10/23　坂井華奈子; 永田治樹; 歳森敦. 公共図書館サービスに対する利用者選好：コンジョイント分析を利用して. 図書館情報メディア研究. Vol. 1, no. 2, 2003, p. 15-33. 

　　*2004/12/11　Urbano, Cristobalほか. The Use of Consortially Purchased Electronic Journals by the CBUC (2000-2003). D-Lib Magazine. Vol. 10, no. 6, (2004.6) 
--------------------------------------------------------------------------------

◎2005年度の履修とレポート　(10単位) 

--------------------------------------------------------------------------------

　前期 

--------------------------------------------------------------------------------

13)情報資源管理特殊講義Ⅱ　　大学図書館の運営　（上田先生） 

　　*2005/04/30　Webサイトの新しいサービス　 

　　*2005/05/21　Webサイトの新しいサービスのまとめ 

　　*2005/06/18 大学図書館基準の調査

14)情報資源管理特殊講義ⅩⅧ　学術論文の書き方　（倉田先生） 

　　*2005/05/19　「大学生のインターネット利用と剽窃」に関する研究計画

　　*2005/06/16　「論理的で明快、簡潔な文章」に関する課題

　　*2005/06/30　「図表によるデータの提示」に関する課題：冊子体と電子ジャーナルの増加の傾向

　　*2005/07/14　大学生のインターネット利用とその意識 レポート作成における印刷物とインターネット利用の比較

　　*2005/07/30　レポート作成における大学生のインターネット利用とその意識--インターネットと印刷物との比較--

15)情報資源管理特殊講義演習ⅡC　論文指導　（上田先生） 

--------------------------------------------------------------------------------

　後期 

--------------------------------------------------------------------------------

16)情報資源管理特殊講義ⅩⅥ　図書館のトピックス　（細野先生） 

17)情報資源管理特殊講義演習ⅠC　論文指導　（上田先生）　 
--------------------------------------------------------------------------------

◎論文 

--------------------------------------------------------------------------------

　　2005年2月12日　第1回中間発表 

　　2005年5月23日　第2回中間発表 

　　2005年9月26日　第3回中間発表 

　　2005年11月7日　最終面接
　　2006年1月30日　提出
　　2006年2月28日　口頭試問
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